


2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 □有 ■無

授業科ロ デザイン実技 Ⅲ

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

映像編集ソフト「メディアをデザインする」ことをキー

ワードに、メデイアの定義や過去にどの

ようなメデイアが存在 したかのリサー

チや再評価をおこなった。いままであま

リメデイアとしての位置づけをされて

いない事柄に「メデイア」としての評価

を与え、作品/プロジェクトとして制作

することで、メデイアのありかたに対す

る認識を広げることを目標とした。

授業科ロ デザイン実技 Ⅳ

◆前期  □後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

「プレ卒業制作」において独自主題によ

る制作プロセスの確認と後期の卒業制

作に向けての準備を行った。

授業科ロ デザイン実技 I

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

「あなたの素材観 (感 )」 をテーマに、デ

ザインワークに必要なプロセスの基本

を習得するため自らが選んだテーマで

スケッチ、メモ、写真などで調査し、編

集して一冊のブックとして作 り上げて

いく。また取材結果や完成したブック

を発表することによってプレゼンテー

ション能力を身につけていくことにも

重点を置いた。

授業科ロ デザイン概論

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

デザイン学部 1年生を対象にした本講座

は、デザインに対する多様な表現方法を

理解し、視野を広げることを目的とす

る。デザインしていくことに必要な好奇

心や探究心を養うため、毎週各専門コー

スの教員によるローテーシヨン形式の

講義になっている。
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3.学会等および社会における主な活動

授業科目 映像演習

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

撮影技術の習得と映像の編集技術によ

り、意味と物語性を作り出す文法を理解

する基礎知識を身につけた。そのうえで

大型スクリーンでの上映から携帯電話

への発信まで多様な映像表現の形式を

試みた。

デジタルビデオカメラ、動画編集ソフ

ト

授業科ロ デザイン実技 Ⅱ

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

「映像をデザインする」というテーマで

映像作品の制作と同時代および過去の

優れた映像表現の盤賞と学習。その上で

自己の適性を把握し、今後の制作の基盤

を形成していけるよう進めた。 制作に
おいては、人と人が共に仕事をするため

に必要なルールやコミユニケーション

を重視した。

映像編集ソフト

授業科ロ デザイン実技 Ⅲ

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

これまでに身につけた知識と技術をよ

り展開するかたちで、Webや 動画な
どタイムベースのメディアをデザイン

する技術 と方法を学ぶ。6週間で主な

Webサ ービスの概要や利用方法を学び、

次の 6週間は映像を中心とするコンテン

ツの製作をおこなう。残 りの 3週間は、

レビュー展示や各自のポー トフォリオ

制作に取り組み、多様なメデイア表現を

習得することを目的とした。

映像編集ソフト

授業科目 卒業研究

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

各表現領域におけるメディアの構造を

ハード面、ソフト面双方から分析し、そ

の結果を各自が表現したい分野に応用

し制作物に反映させ、卒業制作を進めて

いった。
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